
Ⅶ 考

縄文土器 の底部

松岡 敦子

梨野A遺跡出土の縄文土器底部資料は、遺構、基本層 I～Ⅳ層、風倒木痕中より988点出土

しており、底部圧痕の有無と種類によって編物痕、本葉痕、無文 (全面研磨され何らの圧痕も

認められないもの)、 不明圧痕、不明に分類した。

編物痕を有する底部は、編物痕のみで研磨が及んでいないもの76点、編物痕に研磨が及んで

いるもの81点、全部で 157点である。編物痕が認められるものが全体の中で示める割合は15。 9

%である。編物痕に研磨が及んでいるものには、一部研磨、周辺研磨そして全面研磨している

ものがある (全面研磨はむしろ無文の範囲に含まれるものであるが底部破片資料のため研磨の

範囲を明確にしえないため、研磨の範囲による細分は行なわなかった)。

木葉痕を有する底部は、本葉痕のみ15点、本葉痕に研磨が及んでいるもの25点、全部で40点

(4.0%)である。無文は 154点 (15.6%)、 何らかの圧痕と思われる不明圧痕は 4点、不明 1/」ヽ

片のため分類不可能の違物も含む)は 633点である。

また、底部研磨の有無より分類すれば研磨の及んでいる遺物は、全体の中で264点 (26.7%)

で 3割近くになる。

1.編物痕について (第 190図。第192図 1～ 11)

編物痕を有する底部 157点のうち編み方が半J別できる底部は、41点である。編物型式は

3型式に分けられそのうちⅢ類については「おもて」と「うら」の圧痕がある (第 28表)。

各型式に組織図、その下に単位 (編み方に規則性がある場合、繰り返 しの単位がある)、

編み方の説明を載せた。図の表示は、タテの材がヨコの材の上にあるところを斜線、タテ

の材がヨコの材の下にあるところを白で示した。

I類……「 1本越え 2本潜り 1本送り」に編まれているもの (第 190図 1)

Ⅱ類・……「 2本越え 3本潜り」に編まれているもの (2)
Ⅲ類「おもて」……・「 4本越え 2本潜り」に編まれているもの (3)
「 うら」・……「 4本潜り 2本越え」に編まれているもの (4)

I類は、「 1本越え 2本潜り 1本送り」に編まれているもので左 1本送り9点、右 1

本送り13点で計22点 (53.7%)出土しており本追跡において一番多い編み方であり、又、

第28表 底部の編物圧痕型式と数量

型   式 I  類 Ⅱ  類 Ⅲ類のむもて Ⅲ類のうら 計

計 l 10 8

% 53 7 19.5
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1,I類

杉七夕)緻 1籍 紳
榊
塚形aぞ

絣 方

解 群鞘 紳
潮

編み方 緯(ヨ コ)-4本赳え 2本港り

継(タテ)-1本越え 1本潜り

2.Ⅱ類

2本越え

1本越え 1本港り 4本題え

梨野 A遺跡

編み方 驚(ヨ コ)-2本越え 3本港り

継(タ テ)-1本潜り 4本越え 1本潜り 1本題え 2本潜り 1本越え

4. Ⅲ類「うら」

編み方 緯(ヨコ)-4本暦り

継(タ テ)-1本薄り

3.Ⅲ類「おもて」

1本赳え 4本港り 1本越え 1本港り

第190図  編物模式図

1本潜り 1本越え

313989



Ⅶ 考

2.

I類は東日本に多くみられる編み方と報告されている。第192図 1は I類 に編まれている。

2は研磨 されている。材の幅はヨコ 2～ 4.5mm、 タテ 2～ 5 mmであるが 3は晩期の土器の底

部であり材の幅はヨコ 1～ 1.5mm、 タテ1.5～ 2 mmと 糸Hい 材で編まれており、他の I類の圧

痕 とは異なる感 じを受ける。又、タテヨコの材の他にナナメの材が加わっているものがあ

る。

Ⅱ類は、「 2本越え 3本潜 り」に編まれているもので 1点 (2.4%)出 土 しており、 4は

編物の上で土器 を成形 した後、底部に粘土を足 して全面研磨 したものと考えられ、一部

粘土の崇Uれ たところより編物痕が観察された。敷物不U用後に底部に粘土を足した例は、

宮城県山口追跡、六反田遺跡でもみられる。又、同 じ編み方は京都府桑飼下遺跡より出土

している。材の幅はヨコ 1～ 3.5mm、 タテ 1～ 2.5mmと 細い材で編まれている。

Ⅲ類は、模式図の編み方説明より、Ⅲ類の「おもて」で越え、潜 りになっている部分が

Ⅲ類の「 うら」では潜 り、越えになっており、Ⅲ類は「おもて」と「 うら」の編み方が観

察された。又、「おもて」と「 うら」の送りは左右対称なので同一の敷物利用の可能性が

考えられる。Ⅲ類の「おもて」は、「 4本越え 2本潜 り」に編まれているもの10点 (24.4%)

出土、Ⅲ類の「 うら」は、「 4本潜 り 2本 越 え」に編 まれているもの 8点 (19.5%)出

土 しておりI類に次いで多い編み方である。同じ編み方は、Ⅲ類の「うら」は福島県八景

腰巻遺跡、Ⅲ類の「おもて」は宮城県青島貝塚、袖窪貝塚、Ⅲ類の「おもて 。うら」は、

六反田追跡で出土しており、但 し、「おもて」の送 りは左送 りで本遺跡では右送りである。

5は Ⅲ類の「おもて」に編まれており、 6は材に筋又は 2本組の材で編まれている。 7、 8

はⅢ類の「 うら」に編まれている。材の幅はⅢ類の「おもて」はヨコ1.5～ 8.8mm、 タテ 2～ 5

mm、 Ⅲ類の「 うら」はヨコ2.5～ 5 mm、 タテ2.5～ 4 mmで ある。

9、 10、 11は編み方不明である。底径 については、編物痕を有する底部を底径よりみ

ると底径5.0～ 14.9cmの 範囲であり底径10.0～ 11.9釦が多い。

木葉痕について (第 192図 12～ 14)

本葉痕を有する底部は40点出土 している (木葉痕のみ15点、本葉痕に研磨が及んでいる

25点 )。 14は 本葉が 2枚重なっていると思われる。又、六反田遺跡でみられたような木葉

と編物のだぶる底部は、観察されなかった。

底径については、底径5.0～ 11.9cm、 13.0～ 13.9cmの 範囲であり、底径10.0～ 10.9cmが多

い。又、底径10.Ocm以 上の底部は 8点である。

不明圧痕について (第 192図 15。 16)

何 らかの圧痕と思われる底部で研磨が及んでいるもので 4点出土 している。
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5,

梨野 A追跡

底部を利用している遺物について

土製円板の中で底部を利用している遺物が 3点出土している。無文が 2点であり、もう

1点は編物痕で研磨が及んでいるもので、編み方はI類である。

まとめ
註 8)

底部圧痕より当時のカゴ、敷物の編み方を間接的に知ることができるが編物痕において

は、本遺跡では越えと潜 りの数の異なる3型式の編み方がみられる。一番多い編み方は、

I類…「 1本越え 2本潜 り 1本送り」であり、東日本に多い編み方とされている。次
いでⅢ類、Ⅱ類となる。 I類とⅢ類で97.6%を 占める。又、 I類とⅢ類の編み方は、六反

田遺跡出土の大木10式末葉～後期初頭の底部にみられる編物型式のⅢ、Ⅵ類に対応して、

六反田遺跡でも編物痕の87.2%(編み方不明を除く)を 占めて最も多い編物型式である。

又、青島貝塚出上の底部で当遺跡底部Ⅲ類の「おもて」に本目当する拓影図30の 4は カゴな

どの容器の底～胴部の編み方の圧痕と思われる(191図 )。 底あみはタテヨコ4本 1組の材で

網代あみ(3本 とび)で、胴あみはⅢ類の「おもて」の編み方である。又、六反田遺跡出土のⅥ類

の「うら」(本遺跡のⅢ類の「うら」)の底部で拓影第 7図の10は 、タテの材が扇形に開いて

いる(第 191図)d以上の事から2遺肋の例ではあるが本遺跡のⅢ類の「おもて、うら」は、カ

ゴなどの容器の胴あみの可能性が考えられる。

時期は、晩期の第192図 3(I類)の他は出土した遺構、層位より大半が中期後葉～後期

初頭及び晩期 と思われる。そして近年調査され、詳細な報告書の刊行されている宮城県

の遺跡である上深沢遺跡の大木9式土器、菅生田遺跡の大本10式土器の底部には編物痕が観

察されるものが非常に少ない。又、西ノ浜貝塚 4層出上の大木10式土器の底部には編物痕
註 13)

がいくつかみられるが、同土器は大木10式 でも後半とされるということなどから、本遺跡

出土の編物痕を有する底部の多くが大木10式 の後半段階から後期初頭に位置ずけられる可

能性も考えられる。

最後に底部をまとめるにあたって佐藤甲二氏、田中則和氏はじめご指導下さった方々に

深く感謝致します。
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第191図  底部拓影(1)
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拓 影 編 み 方 写真図版 備 考 拓 影 編 み 方 写真図版 備 考

l I 類 13D堆積±1層 M6(D 9 編み方不明 第194図 -2 復元上器 2号埋設土器 Kl駅 b

2 I類 第193図 1 N-6(b) Ⅲ層 0 編み方不明 表 採

3 二 類 第193図 ヽ 第142図  K-12(b)I層 編み方不明 第 94図 ― K7(a) Ⅲ層

4 Ⅱ 類 第193図 ― 6D 堆積± 1層  M―猟D 2 木 葉 痕 嘉 94図 4 2号住居II堆積±1層 Kl駅♪
5 Ⅲ類・おもて 第193図 4 K-7(d) Ⅲ層 3 木 葉 痕 第 94図 〔 L6(c) Ⅲ層
6 Ⅲ類・おもて 第193図 〔 19D 堆積± 1層  」81b) 4 木 葉 痕 第 94図 ( 20D 推積±2層  N7は )

7 Ⅲ類・ フ ら 第194図 1 J8(b) I層 5 不 明 圧 痕 第 94図 ; N7 Ⅲ層
8 皿類・ ,ら K-8(a) Ⅲ層 6 不 明 圧 痕 第194図崇 20D 堆積±1層 N7億 )

第192図 底 部 拓 影 (2)
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は実物、 bはモデリング)(1)
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第193図 底 部 写 真 (a
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第194図 底 写 真 (aは実物、bはモデリング)(2)
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